
三
五

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

一　

は
じ
め
に

前
稿

一

に
お
い
て
建
築
学
専
攻
所
蔵
の
旧
備
品
台
帳
よ
り
旧
工
部
美
術
学
校

所
蔵
品
に
該
当
す
る
項
目
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

を
現
存
遺
物
と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。
工
部
大
学
校
は
、
正
式
に
は
明
治
四
年

八
月
よ
り
明
治
一
〇
年
一
月
一
一
日
ま
で
は
工
学
寮
、
以
降
明
治
一
八
年
一
二

月
ま
で
は
工
部
大
学
校
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
具
体
的
な
時
期

を
指
す
場
合
は
そ
の
時
点
で
の
名
称
、
総
称
し
て
指
す
場
合
は
工
部
大
学
校
と

す
る
。
な
お
、
建
築
学
専
攻
へ
と
引
き
継
が
れ
た
経
緯
、
旧
備
品
台
帳
の
説
明

に
関
し
て
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二　

工
学
寮
・
工
部
大
学
校
校
舎

は
じ
め
に
、
簡
単
に
工
部
大
学
校
建
築
の
建
設
経
緯
を
整
理
し
た
い
。
明
治

初
期
の
代
表
的
な
洋
風
建
築
で
も
あ
る
工
部
大
学
校
の
建
築
に
関
し
て
は
、
大

熊
喜
邦

二

氏
、
塚
本
靖

三

氏
、
関
野
克

四

氏
に
よ
る
考
察
が
行
わ
れ
た
の
み
に
と

ど
ま
り
、
ほ
か
に
は
主
に
講
堂
を
中
心
と
し
た
考
察

五

や
、
数
点
の
写
真
と
図

面
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る

六

。
筆
者
は
拙
稿

七

に
お
い
て
、
工
部
大
学

校
校
舎
の
建
設
経
緯
を
大
き
く
三
期
に
わ
け
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に

簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
一
期　

小
学
校
・
生
徒
館
建
設
期
（
明
治
四
年
八
月
～
七
年
九
月
）

工
学
寮
設
置
当
初
の
計
画
で
は
、
基
礎
教
育
を
行
う
小
学
校
を
明
治
五
年
七

月
に
、
専
門
教
育
・
実
習
を
行
う
大
学
校
を
明
治
七
年
七
月
に
開
校
す
る
計

画
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
初
に
建

設
さ
れ
た
の
は
小
学
校
で
あ
り
、
ま
た

通
学
で
は
な
く
寄
宿
制
を
採
用
す
る
た

め
、
寄
宿
舎
で
あ
っ
た
生
徒
館
が
次
に

建
設
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
機
器
制
作

実
習
の
た
め
の
作
工
場

八

、
教
師
の
住
宅

で
あ
る
教
師
館

九

等
が
建
設
さ
れ
た
。
い

わ
ば
草
創
期
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
校

舎
を
整
備
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と

 
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）

  
 
 
 
 
 

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

角　

田　

真　

弓　　 図 1　工部大学校配置図
　　　　　 （Calendar に筆者加筆）



三
六

が
で
き
る
。

第
二
期　

本
館
建
設
期
（
明
治
七
年
一
〇
月
～
一
〇
年
九
月
）

工
部
大
学
校
の
代
表
的
建
築
で
あ
る
本
館
建
設

一
〇

時
期
を
指
す
。
当
初
案
で

は
左
翼
同
様
右
翼
も
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
第
一
期
で
は
見
ら
れ
な
い
敷
地
内
で
の
配
置
構
成
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

第
三
期　

維
持
修
理
期
（
明
治
一
〇
年
一
〇
月
～
一
八
年
）

既
に
主
要
建
築
は
建
設
済
み
で
あ
り
、
全
体
整
備
と
修
理
維
持
が
中
心
と
な

る
。
建
設
さ
れ
た
の
は
表
門
の
番
所
、
南
門
・
門
衛
室
等
で
あ
っ
た
。

三　

工
部
大
学
校
博
物
場

次
に
博
物
場
は
ど
こ
に
位
置
し
、
収
蔵
品
が
ど
の
よ
う
な
物
品
で
あ
っ
た
の

か
、
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
工
部
大
学
校
の
書
房
、
蔵
書
に

関
し
て
は
、
滝
沢
正
順
氏
の
詳
細
な
研
究

一
一

が
あ
り
、
特
に
建
築
学
の
分
野
で

は
池
上
重
康
氏
に
よ
り
、
よ
り
具
体
的
な
蔵
書
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

一
二

。

両
者
の
研
究
は
本
稿
を
進
め
る
に
あ
た
り
参
考
と
し
た
。

（
一
）
博
物
場
建
築

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
初
の
工
学
寮
の
建
設
計
画
で
は
、「
工
学
校
ヲ
興

シ
之
ヲ
大
学
小
学
ノ
二
校
ニ
分
チ
」
と
大
学
校
と
小
学
校
を
設
け
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
小
学
校
開
校
は
外
国
人
教
師
の
人
選
が
間
に
合
わ
ず
延
期
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
当
初
小
学
校
校
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
建
築
は
、
明
治
六

年
の
工
学
寮
開
校
時
に
は
、
は
じ
め
に
設
置
さ
れ
た
大
学
校
予
科
生
徒
の
教

室
に
代
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
小
学
校
も
明
治
七
年
に
開
校
す
る
が
、
明
治

一
〇
年
に
は
経
費
削
減
の
た
め
廃
校
と
な
る
。
そ
の
頃
に
は
、
既
に
本
館
校
舎

は
ほ
ぼ
竣
工
を
し
て
お
り

一
三

、
小
学
校
廃
校
後
の
校
舎
は
、
博
物
館
へ
と
用
途

を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
校
舎
が
博
物
場
と
な
る
の

は
小
学
校
廃
校
後
の
明
治
一
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
博
物
場
（T

echnical 

M
useum

）
は
工
学
寮
開
学
当
初
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
た
。
明
治
六
年
版
の
カ

レ
ン
ダ
ー

一
四

に
よ
る
と
、
恐
ら
く
は
小
学
校
校
舎
の
一
室
を
充
て
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

ま
た
既
に
滝
沢
氏
も
指
摘
を
し
て
い
る
が
、
明
治
五
年
の
「
工
学
寮
職
制
及

事
務
章
程
」

一
五

で
は
博
物
場
内
の
収
蔵
品
も
図
書
課
の
管
理
で
あ
り
、
博
物
場

の
専
任
者
は
お
ら
ず
、
初
め
て
専
任
者
（M

useum
 K
eeper

）
と
し
て
記
さ

れ
た
の
は
、
明
治
九
年
の
内
藤
類
次
郎
で
あ
っ
た

一
六

。
徳
島
出
身
の
内
藤
は
明

治
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
へ
軍
事
知
識
習
得
の
た
め
公
費
留
学
を
し
て
お
り

一
七

、

図 2　博物場（時計塔撤去後）工学系研究科
　　　 建築学専攻所蔵

図3　博物場専任者（Calendar をもとに筆者作成）



三
七

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
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三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

明
治
八
年
に
はGureni

著
「Practical geom

etry

」
翻
訳
す
る
な
ど

一
八

、

語
学
が
堪
能
で
あ
り
、
か
つ
工
学
知
識
を
持
っ
て
い
た
内
藤
は
適
任
者
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
工
部
大
学
校
を
離
れ
た
内
藤
の
名
前
を
見
か
け
る
の
は
、
外
務

省
官
僚
と
し
て
で
あ
る
。明
治
一
四
年
に
は
内
藤
に
変
わ
り
中
野
外
志
男

一
九

が
、

そ
の
後
は
奥
田
象
三

二
〇

、
河
合
久
中
、
曽
山
幸
彦

二
一

、
神
原
德
彦
が
博
物
場
の

担
当
を
勤
め
て
い
る
。

（
二
）
収
蔵
品

　

従
来
よ
り
、
工
部
大
学
校
旧
蔵
品
に
関
し
て
は
部
分
的
に
紹
介
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
群
と
し
て
は
明
ら
か
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
収
蔵
品
の
検
討

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
博
物
場
の
収
蔵
品
に
関

す
る
記
録
を
時
代
順
に
整
理
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

 

・ 

明
治
六
年
『IM

PERIA
L CO

LLEGE O
F EN

GIN
EERIN

G, T
O
K
EI 

CA
LEN

D
A
R 1873

』
二
二

 

・ 

明
治
七
年
『
工
学
寮
学
課
並
諸
規
則
』

二
三

こ
の
説
明
に
よ
る
と
、
図
面
か
ら
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
知
識
を
得
る
た

め
、
学
科
ご
と
に
参
考
品
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
寮
内
製
造
品
が
同

様
に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

 

・ 

明
治
七
年
都
検
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
（H

enry D
yer

）
か
ら
の
学
校

用
品
購
入
依
頼

二
四

 

・ 

明
治
八
年
の
購
入
記
録

二
五

以
上
よ
り
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

が
、
箱
単
位
、
郡
単
位
で
の
記
載
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
種
類
、
個
数
は
解

ら
な
い
。

 

・ 

明
治
一
〇
年
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト

二
六

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
当
時
工
部
卿
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
宛
に
都
検
ダ
イ
ア
ー
よ

り
出
さ
れ
た
明
治
六
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
の
、
い
わ
ば
工
部
大
学
校
の
公
式
報

告
書
で
あ
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
収
蔵
品
に
は
各
学
科
の
輸
入
参
考

品
と
工
部
大
学
校
で
の
製
造
品
が
あ
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
ダ
イ
ア
ー
は
、

大
学
校
で
の
製
造
品
に
対
し
、
輸
入
品
は
粗
悪
な
も
の
も
あ
り
教
育
上
役
に
立

た
ず
、
か
つ
高
額
で
あ
る
と
し
、
学
内
で
製
作
の
で
き
な
い
製
品
の
み
輸
入
す

る
つ
も
り
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
上
実
際
の
製
品
に
触
れ
る
こ
と
の

重
要
性
を
説
き
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
と
も
に
目
録
を
提
出
し
て
い
る
が
、
収
蔵
品

は
今
後
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
た
工
作
を

指
導
し
た
当
時
機
械
学
担
当
助
手
のGeorge Caw

ley

と
博
物
場
担
当
の
内

藤
類
次
郎
に
対
す
る
称
賛
か
ら
も
、
実
習
や
模
型
な
ど
、
実
際
の
機
器
や
現
場

に
触
れ
る
こ
と
を
教
育
上
重
要
視
す
る
、
ダ
イ
ア
ー
が
理
想
と
す
る
工
学
教
育

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
三
種
類
の
目
録
を
紹
介
し
た
い
。

 

・ 『Prelim
inary catalogue of the m

inerals, rocks, fossils, shells 

and casts, contained in the Geological M
useum

 of the Im
perial 

College of Engineering

』
一
八
七
七
年
発
行

二
七

 

・ 『Catalogue of the m
inerals, rocks, fossils, shells and casts 

: contained in the Geological D
epartm

ent of the Im
perial 

College of Engineering

』
一
八
八
〇
年
発
行

二
八

 

・ 『
工
部
大
学
校
博
物
処　

日
本
物
産
及
器
械
類
目
録
（Catalogue of 

M
useum

 to illustrate Japanese products and m
anufactures

）』
二
九



三
八

（
以
下
、『
博
物
場
目
録
』
と
称
す
）

こ
の
三
冊
の
目
録
は
、
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
工
部
大
学
校
博
物
場
所

蔵
品
の
目
録
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
の
検
討
は
充
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
。
前
二
冊
は
鉱
物
目
録
で
あ
る
こ
と
が
表
題
か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る
の

で
、
本
稿
で
は
『
博
物
場
目
録
』
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
『
博
物
場
目
録
』
は

同
一
内
容
の
英
文
目
録
と
和
文
目
録
が
併
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
発
行
年
は

不
明
で
あ
る
が
、
表
紙
に
は
「
明
治
十
一
年
五
月
二
十
九
日 

工
部
大
學
校
ヨ

リ
寄
贈
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
一
年
五

月
以
前
の
発
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
項
目
を

み
る
と
、
表
題
ど
お
り
日
本
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
、
先
に
挙
げ

た
生
徒
の
試
作
品
、
輸
入
品
と
も
に
該
当
を
し
な
い
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
資

料
か
ら
、
な
ぜ
日
本
の
製
造
が
存
在
す
る
の
か
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

「
工
部
省
考
課
状
」（
明
治
八
年
自
一
月
至
六
月
）
に
は
、「
一
、
今
般
国
産

其
外
諸
製
造
物
等
現
地
取
調
ト
シ
テ
御
雇
英
人
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル
并
一
等

中
師
鈴
木
良
輔
ヲ
神
戸
、
大
阪
、
京
都
辺
経
歴
、
夫
ヨ
リ
帰
路
中
仙
道
通
リ
上

州
地
方
巡
回
為
致
度
旨
四
月
十
二
日
相
伺
候
処
、
同
十
五
日
許
可
ア
リ
両
名
乃

チ
四
月
二
十
一
日
発
足
前
顕
ノ
地
方
巡
回
産
物
取
調
済
ノ
末
五
月
十
五
日
帰
京

ス
」
と
あ
り
、
ダ
イ
ア
ー
は
英
国
か
ら
の
輸
入
製
品
と
と
も
に
日
本
の
製
造
品

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら
に『
工
学
寮
学
課
並
諸
規
則
』

（
明
治
九
年
）
に
は
博
物
局
の
各
学
科
所
蔵
品
記
載
の
後
に
「
但
シ
校
中
各
課

ニ
要
ス
ル
各
般
ノ
摸
形
ヲ
収
集
シ
テ
略
ホ
備
レ
リ
、
故
ニ
今
年
ヲ
出
ス
シ
テ
其

目
録
ヲ
刊
行
ス
ヘ
シ
」
と
、『
工
学
寮
学
課
並
諸
規
則
』（
明
治
一
〇
年
）
に
は

博
物
場
の
説
明
の
一
つ
に
「
一
本
邦
製
造
物　

場
中
別
ニ
二
室
ヲ
設
ケ
本
邦
ノ

製
造
物
ヲ
陳
列
シ
テ
博
覧
ニ
供
フ
、
但
シ
場
中
陳
列
品
ノ
目
録
ハ
既
ニ
刊
行
セ

リ
就
テ
見
ル
ヘ
シ
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
博
物
場
に
展
示
を
し
て
い
た
こ
と

が
解
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
博
物
場
目
録
』
は
明
治
九
年
か
ら
一
〇
年

に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
先

に
挙
げ
た
明
治
一
〇
年
に
書
か
れ
た
ダ
イ
ア
ー
の
レ
ポ
ー
ト
に
添
え
ら
れ
た
目

録
も
こ
の
『
博
物
場
目
録
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

四　

目
録
の
紹
介

本
稿
で
は
、『
旧
備
品
台
帳
』
よ
り
『
博
物
場
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

項
目
と
一
致
す
る
項
目
を
紹
介
し
た
い
。『
旧
備
品
台
帳
』
の
項
目
に
は
先
に

挙
げ
た
『
博
物
場
目
録
』
と
共
通
す
る
項
目
が
、「
チ
」
印
「
石
工
器
具
標
本
」、

「
リ
」
印
「
西
洋
木
匠
器
具
標
本
」、「
ヌ
」
印
「
木
匠
器
具
標
本
」、「
ル
」
印
「
鋸

匠
器
具
標
本
」、「
ヲ
」
印
「
泥
工
器
具
標
本
」、「
ワ
」
印
「
屋
匠
器
具
標
本
」、「
カ
」

印
「
戸
匠
器
具
標
本
」、「
レ
」
印
「
園
丁
器
具
標
本
」、「
ラ
」
印
「
彫
木
匠
器

具
標
本
」
の
九
項
目
存
在
す
る
。
こ
の
他
に
も
『
博
物
場
目
録
』
と
は
項
目
名

は
異
な
る
が
「
ヨ
」
印
「
蓆
工
器
具
標
本
」、「
タ
」
印
「
彫
刻
器
具
標
本
」、「
ソ
」

印
「
鋲
標
本
」、「
ツ
」
印
「
釘
標
本
」、「
ネ
」
印
「
針
金
標
本
」、「
ナ
」
印
「
金

銀
匠
器
具
標
本
」、「
ム
」
印
「
彫
字
匠
器
具
標
本
」
の
七
項
目
も
あ
り
、
前
者

同
様
の
備
品
群
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
専
攻
内
よ
り
約
三
百
点
の
大

工
道
具
が
発
見
さ
れ
、整
理
作
業
お
よ
び
調
査
の
結
果
、こ
れ
ら
の
大
半
が
『
旧

備
品
台
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
工
道
具
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿

で
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の

項
目
を
実
物
の
大
工
道
具
と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。



三
九

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

「
工
部
大
学
校
博
物
処　

日
本
物
産
及
器
械
類
目
録
」

「
明
治
十
一
年
五
月
二
十
九
日
工
部
大
学
校
よ
り
寄
贈
」

付
箋
付

　

○
紙
之
部

製
紙
図
絵　

額
面	

十
一
枚

製
紙
物
料

製
紙
器
具

絞
（
シ
ボ
リ
）
紙
製
造
器
具

紙
類	

三
百
六
十
種

東
京
製
壁
紙
（
カ
ラ
カ
ミ
）	

二
十
七
種

西
洋
壁
紙	

八
百
八
十
六
種

　

日
本
製
ノ
モ
ノ
ニ
比
較
ス
ル
為
メ
玆
二
出
ス

絞
紙
（
タ
カ
ガ
ミ
）	

三
十
七
種

革
擬
（
マ
ガ
）
ヒ
紙	

六
十
三
種

扇
紙	

六
十
種

　

○
蚕
糸
（
キ
ヌ
）
之
部

養
蚕
製
糸
図
絵　

額
面	

十
五
枚

養
蚕
製
糸
器
具
雛
形

絹
糸　

繭
共	

十
二
種

蚕
綿
（
マ
ワ
タ
）	

二
十
種

絹
布
見
本	

二
冊

花
機
（
ア
ヤ
オ
リ
ハ
タ
）
雛
形	

一
個

綾
地
錦
見
本　

上
ノ
雛
形
ニ
テ
織
リ
タ
ル
モ
ノ

組
紐
（
イ
ト
ウ
チ
）
器
械	

三
個

　

○
草
綿
之
部

草
綿
培
養
及
紡
織
等
図
絵　

額
面	

十
枚

紡
織
器
具
之
類
雛
形

草
綿
（
モ
メ
ン
ワ
タ
）
見
本	

三
十
七
種

綿
布
見
本

　

○
油
之
部

製
油
図
絵　

額
面	

四
枚

製
油
器
具
雛
形

油
見
本	

十
九
種

製
油
物
料	

十
四
種

油
糟
（
カ
ス
）	

十
種

　

○
茶
之
部

製
茶
図
絵　

額
面	

一
枚

緑
茶	

二
十
六
種

茶
碾
（
ウ
ス
）	

二
個

　

○
雑
之
部

木
材	

九
十
四
種

支
那
産
木
材	

四
種

暹
羅
（
シ
ャ
ム
ロ
）
産
木
材	

十
五
種

建
築
用
石	

六
十
一
種

苧
麻
（
ア
サ
）
類	

十
四
種

革
類	

十
一
種

砂
糖	

二
種

食
塩
（
シ
ホ
）	

二
種

穀
物
及
種
子
（
タ
ネ
）
類	

八
十
五
種

暹
羅
国
産
物	

鋸
木
匠
器
具

木
匠
器
具

西
洋
木
匠
器
具

　

日
本
木
匠
器
具
ニ
比
較
ス
ル
為
メ
玆
ニ
出
ス

戸
匠
（
タ
テ
グ
シ
）
器
具

屋
匠
（
ヤ
ネ
ヤ
）
器
具

泥
工
（
サ
ク
ワ
ン
）
器
具

甍
師
器
具

彫
木
匠
器
具

船
匠
器
具

鍛
冶
器
具

銃
匠
器
具

鈩
匠
器
具

諸
種
鈩
見
本	

三
十
本

金
銀
匠
見
本

彫
金
匠
見
本

彫
刻
見
本　

鍍
金
額
面

鍼
匠
見
本

　

製
作
ノ
順
序
ヲ
示
ス
為
メ
十
二
段
ニ
分
ツ

石
工
器
具

眼
鏡
匠
器
具

玉
工
器
具

水
晶
珠
（
タ
マ
）	

十
二
個

　

琢
磨
ノ
順
序
ヲ
示
ス

桶
工
器
具

園
丁
（
ニ
ワ
ツ
ク
リ
）
器
具

筆
匠
器
具

籐
工
器
具　

籐
細
工
見
本
共

火
寸
（
ツ
ケ
ギ
）
師
器
具

草
履
匠
器
具

木
履
（
ゲ
タ
）
匠
器
具

刻
字
匠
（
ハ
ン
ギ
シ
）
器
具

刻
板
（
ハ
ン
ギ
）
見
本

提
灯
匠
器
具

傘
工
器
具

鼈
甲
細
工
師
器
具

麦
稈
（
ム
ギ
ワ
ラ
）
細
工
師
器
具

麦
稈
細
工
見
本

柳
行
李
（
ヤ
ナ
ギ
コ
リ
）
師
器
具

鏇
車
（
ロ
ク
ロ
）
雛
形	

一
個

踏
鏇
車
（
フ
ミ
ロ
ク
ロ
）
雛
形	

一
個

鉄
瓶
ノ
型　

型
ヲ
作
ル
器
具
共	

三
個

鉄
瓶	

三
個

溶
鉄
炉
雛
形	

一
個

打
縄
（
ツ
ナ
ヅ
ク
リ
）
器
械
雛
形	

一
個

踏
車
碓
（
フ
ミ
ク
ル
マ
ウ
ス
）
雛
形	

一
個

槽
碓
（
ソ
ウ
ヅ
）
雛
形	

一
個

水
車
雛
形　

碓
二
十
個
、
磨
磑
三
個
、
自
動
篩
並
穀
物

ヲ
磑
内
ニ
送
ル
装
置
共
附
属

	

一
個

大
船
雛
形	

一
個

小
舟
雛
形	

四
個

齊
狼
（
セ
イ
ロ
ン
）
舟
雛
形	

一
個

造
家
図
絵　

額
面	

一
枚

籐
ニ
テ
作
リ
タ
ル
懸
橋
（
ツ
リ
バ
シ
）
写
真　

東
印
度

	

一
面

芝
増
上
寺
山
門
雛
形

一
閑
張
黒
塗
茶
筒

骨
細
工
及
鯨
骨
（
ク
ジ
ラ
）
細
工
見
本

湯
本
細
工
見
本

陶
器
彩
色
釉
薬
（
サ
イ
シ
キ
ク
ス
リ
）
見
本　

石
川
県
製

画
筆
画
刷
手
顔
料
（
エ
バ
ケ
エ
ノ
グ
）
等

自
鳴
鐘
（
リ
ン
ド
ケ
イ
）	

一
個

尺
時
計	

一
個



四
〇

（
一
）
石
工
器
具
標
本

　
「
チ
」
印
「
石
工
器
具
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
付
で

二
三
件
、
明
治
三
七
年
九
月
二
七
日
付
で
四
件
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

四
件
が
、「
明
治
三
十
七
年
六
月
三
日
造
船
学
教
室
焼
失
の
際
、
焼
失
」
し
た

と
さ
れ
る
。
現
在
の
工
学
部
六
号
館
の
敷
地
に
位
置
し
た
造
兵
造
船
学
教
室
と

土
木
工
学
教
室
の
二
棟
が
焼
失
し
た
際
、
教
室
備
え
付
け
の
器
具
、
機
械
、
図

書
、
標
本
等
も
大
半
が
焼
失
し
た
と
い
う

三
〇

。
当
時
建
築
学
科
が
位
置
し
た
工

科
大
学
本
館
（
現
工
学
部
一
号
館
の
敷
地
）
に
類
焼
し
た
記
録
は
な
く
、
こ
れ

ら
の
焼
失
し
た
備
品
は
、
正
式
な
移
管
で
は
な
く
一
時
的
に
造
船
学
科
へ
と
貸

し
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
七
年
に
納
め
ら
れ
た
四
件
は
、
こ
れ

ら
焼
失
備
品
の
代
わ
り
と
し
て
、
九
月
に
登
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
西
洋
木
匠
器
具
標
本

　
「
リ
」
印
「
西
洋
木
匠
器
具
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日

付
で
三
二
八
件
登
録
さ
れ
て
お
り
、
件
数
は
『
旧
備
品
台
帳
』
に
記
さ
れ
て

い
る
大
工
道
具
の
中
で
一
番
多
く
、
内

容
は
鋸
、
錐
、
鉋
、
定
規
、
鑿
な
ど
多

種
に
わ
た
る
。
扭
廻
、
扭
錐
と
現
在
は

通
常
使
わ
れ
て
い
な
い
名
称
で
あ
る
が
、

螺
旋
状
の
目
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
刃
の
形
状
が

刳
形
に
な
っ
て
い
る
溝
鉋
、
鋤
鉋
な
ど
、

西
洋
建
築
の
デ
ィ
テ
ー
ル
で
み
ら
れ
る

曲
線
を
削
り
出
す
鉋
が
多
数
あ
る
。

（
三
）
木
匠
器
具
標
本

　
「
ヌ
」
印
「
木
匠
器
具
道
具
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
付
で

一
〇
九
件
登
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
木
匠
器
具
と
推
定
さ
れ
、
先
の
西
洋
木

匠
器
具
同
様
、
鋸
、
錐
、
鉋
、
鑿
、
鎚
と
多
種
に
わ
た
る
が
、
点
数
は
約
１
／
３

と
少
な
い
。

（
四
）
彫
刻
器
具
標
本

　
「
タ
」
印
「
彫
刻
器
具
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
付
で

四
〇
件
登
録
さ
れ
る
。
木
彫
用
、
石
彫
用
、
石
膏
用
な
ど
用
途
も
異
な
り
、
さ

ら
に
国
産
、
輸
入
品
が
混
在
す
る
。『
博
物
場
目
録
』
に
は
同
じ
項
目
名
は
存

在
し
な
い
が
、
内
容
、
項
目
の
並
び
順
か
ら
、
同
様
の
標
本
群
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
品
目
の
数
点
の
実
物
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

う
ち
「
タ
4
舶
来
鉄
鎚
」「
タ
8
舶
来
円
規
」
に
は
「
工
学
寮
」
の
焼
印
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
工
学
寮
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
明
治
一
〇

年
一
月
一
一
日
、
官
制
改
革
に
よ
る
寮
の
廃
止
ま
で
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ

図 4　「リ 236　鋤鉋」

図 5–1　「タ 4　舶来鉄槌」

図 5–2　「工学寮」焼印（部分拡大）



四
一

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

の
二
点
は
こ
れ
以
前
に
納
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
、工
学
寮（
工

部
大
学
校
）
の
備
品
、
も
し
く
は
明
治
九
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
工
学
寮
美

術
校
（
工
部
美
術
学
校
）
の
備
品
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
工
部
美
術

学
校
で
は
拙
稿
で
述
べ
た
と
お
り
明
治
九
年
一
一
月
二
七
日
に
は
彫
刻
用
粘
土

を
イ
タ
リ
ア
よ
り
購
入
し
て
お
り

三
一

、彫
刻
道
具
を
購
入
し
た
記
録
は
な
い
が
、

事
実
図
書
の
場
合
は
「
工
学
寮
美
術
校
」
の
蔵
書
印
が
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
明
治
九
年
時
点
で
登
録
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、「
工
学

寮
」
の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。
ま
た
、「
タ
」
印
に

は
木
製
人
形
、
写
生
用
人
形
な
ど
、
工
部
大
学
校
の
教
育
課
程
で
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
品
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が

こ
の
「
彫
刻
器
具
標
本
」
に
は
、
工
部
美
術
学
校
の
旧
備
品
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
個
別
に
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
項
目
も
、
す
べ
て
明
治
二
二
年
四
月

一
日
付
で
登
録
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
追
加
登
録
も
一
切
み
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
旧
工
部
大
学
校
・
工
部
美
術
学
校
備
品
の
引
継
品
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る

三
二

。

五　

こ
の
他
の
工
部
大
学
校
標
本

　

最
後
に
、
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
の
他
の
工
部
大
学
校
標
本
を
紹
介
し

た
い
。
総
合
研
究
博
物
館
に
は
「
明
治
九
丙
子
十
月
工
学
寮
測
器
所
製
造
」
と

刻
銘
さ
れ
た
水
準
器
、「
明
治
九
年
二
月
大
日
本
工
部
省
工
学
寮
工
作
所
製
造
」

の
刻
銘
さ
れ
た
定
規
類
が
あ
る
。
他
に
も
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
三

の
巻
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明
治
八
年
九
月
、
大
日
本
工
部
省
、
工
学
寮
、
工

作
所
製
造
」「
明
治
九
年
丙
子
四
月　

大
日
本
工
学
寮
工
作
所
製
造
」
と
刻
銘

さ
れ
た
分
度
器
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
国
立
科
学
博
物
館
に
は
「
明
治
八

年
十
二
月　

大
日
本
工
部
省
工
学
寮
測
器
所
製
造
」
と
刻
印
さ
れ
た
分
度
器
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
五
月
二
一
日
よ
り
工
作
所
で
は
測
量
器
械
製
造

が
始
め
ら
れ
、工
学
三
等
中
手
藤
島
常
興
を
主
任
と
し
て
明
治
九
年
に
は
測
器
、

科
学
器
理
学
器
、
雑
品
合
計
七
二
四
八
点
を
製
造
し
て
い
る
こ
と
か
ら

三
三

、
後

者
の
定
規
類
は
、
恐
ら
く
そ
の
一
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
平
成
二
〇

年
に
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
測
る
人
・
画
く
人　

明
治
以
降

の
第
一
高
等
学
校
測
量
・
図
学
教
育
」
展
覧
会
で
、
明
治
一
九
年
工
部
大
学
校

が
文
部
省
移
管
後
、
東
京
大
学
予
備
門
を
経
て
第
一
高
等
中
学
校
へ
引
き
継
が

れ
た
定
規
、
明
治
二
三
年
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
よ
り
移
管
さ
れ
た
立
体
模
型

等
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
工
部
大
学
校
図
学
場
の
焼
印
が
あ
り
、
お
そ
ら

く
は
博
物
場
で
は
な
く
図
学
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
教
材
で
あ
ろ
う
。　　図 6　「工学寮工作所製造」

　　　　　　　　　　 刻銘入り定規類



四
二

大
工
道
具
の
調
査
に
あ
た
り
、
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
藤
井
研
究
室
お

よ
び
藤
田
研
究
室
在
籍
院
生
、
竹
中
大
工
道
具
館
渡
邉
晶
氏
、
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
（
当
時
）
窪
寺
茂
氏
の
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。

一	

拙
稿
「
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
一
）
旧
工
部
美

術
学
校
資
料
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
八
号
、
平
成
二
二
年
、「
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
二
）
旧
工
部
美
術
学
校
資
料
」『
東
京

大
学
史
紀
要
』
第
二
九
号
、
平
成
二
三
年
と
も
に
東
京
大
学
史
史
料
室

二	

大
熊
喜
邦
「
明
治
建
築
史
料
」（
其
三
）（
其
四
）『
建
築
世
界
』
第
一
七

巻
第
三
・
四
号
、
大
正
一
二
年
三
・
四
月

三	

塚
本
靖
「
明
治
初
期
に
於
け
る
我
国
の
工
業
教
育
」『
建
築
雑
誌
』

五
〇
六
、
昭
和
三
年
二
月

四	

日
本
建
築
学
会
編
『
近
代
日
本
建
築
学
発
達
史
』
昭
和
四
七
年
、
丸
善

五	

堀
越
三
郎
『
明
治
初
期
の
洋
風
建
築
』
昭
和
４
年
、
丸
善
（
昭
和
四
八
年

に
南
洋
堂
書
店
に
よ
り
復
刻
）、
鳥
海
基
樹
『
我
国
戦
前
に
お
け
る
近
代
建
築

保
存
概
念
の
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
六
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
修
士
論
文

六	

工
部
大
学
校
の
建
築
に
関
し
て
は
、『
明
治
工
業
史　

建
築
編
』
昭
和
二

年
、
日
本
工
学
会
の
他
、『
旧
工
部
大
学
校
史
料
・
同
付
録
』
昭
和
五
三
年
、

青
史
社
（
昭
和
六
年
、虎
之
門
会
の
復
刻
）
な
ど
で
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
清
水
重
敦
「
建
築
写
真
と
明
治
の
教
育
」『
学
問
の
ア
ル
ケ
オ

ロ
ジ
ー
』（
平
成
九
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
所
蔵
「
東
京
市
内
建
物
」
写
真
、
小
林
清
親

に
よ
る
錦
絵
「
た
め
い
け
」「
虎
ノ
門
夕
景
」
な
ど
数
点
に
と
ど
ま
る
。

七	

詳
細
は
拙
稿
「
工
部
大
学
校
建
築
の
建
設
経
緯
」『
技
術
報
告
』
平
成

一
九
年
、
第
二
二
回
東
京
大
学
工
学
部
・
工
学
系
研
究
科
技
術
発
表
会

八	

明
治
六
年
八
月
二
五
日
に
起
工
し
翌
七
年
九
月
一
〇
日
に
竣
工
し
た
。

九	

大
教
師
館
（
工
期
・
明
治
五
年
四
月
～
六
年
六
月
）、
妻
帯
教
師
館
（
同

七
年
一
月
～
五
月
）、
小
教
師
館
（
同
六
年
八
月
～
一
二
月
）、
助
手
及
模
型
師

館
（
同
六
年
八
月
～
一
〇
月
）
が
建
設
さ
れ
た
。

一
〇　

本
館
中
央
部
（
講
堂
）
は
明
治
七
年
四
月
一
日
起
工
、
明
治
一
〇
年
六
月

二
〇
日
に
竣
工
、
左
翼
部
は
九
年
九
月
一
二
日
起
工
、
翌
一
〇
年
九
月
二
五
日

に
竣
工
し
て
い
る
。（『
明
治
工
業
史　

建
築
編
』）

一
一　

滝
沢
正
順
「
工
部
大
学
校
の
書
房
と
蔵
書
」『
東
京
大
学
創
立
一
二
〇
周

年
記
念
東
京
大
学
展　

学
問
の
過
去
・
現
在
・
未
来　

第
一
部
学
問
の
ア
ル
ケ

オ
ロ
ジ
ー
』
平
成
一
七
年
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

一
二　

池
上
重
康
『
明
治
初
期
日
本
政
府
蒐
集
舶
載
建
築
書
の
研
究
』
平
成
二
三

年
、
北
海
道
大
学
出
版
会

一
三　

前
掲
注
一
〇

一
四　

『IM
PERIA

L CO
LLEGE O

F EN
GIN
EERIN

G, 

T
O
K
EI CA

LEN
D
A
R 1873

』

T
ECH

N
ICA
L M
U
SEU

M

A
ttached to each departm

ent of the C
ollege w

ill be a hall, 

containing m
odels of apparatus and w

orks having special relation 

to that departm
ent. T

here the student w
ill pass hours of leisure 
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三

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

or w
ork, am

id fam
iliar illustrations, system

atically developed and 

m
ethodically arranged. H

e w
ill thus obtain a m

ore correct idea of 

the actual apparatus than he w
ould do from

 draw
ings.

T
he developm

ent of the M
useum

 m
ust, of course, be gradual. T

he 

m
odels m

ade by the students in the w
orkshop w

ill serve as a 

basis for it, but additions w
ill be m

ade from
 other sources.

T
he contents of the various departm

ents, briefly enum
erated, are 

as follow
s.

Civil Engineering.  A
ll the different kinds of apparatus and w

orks 

described in the lectures on that subject (see Prospectus), as w
ell 

as m
odels of celebrated w

orks in m
odern engineering practice.

M
echanical Engineering. M

odel of m
achines and tools used in 

M
echanical Engineering and of the different varieties of steam

 

engines.

T
elegraphy. M

odels of all the different apparatus used in the 

construction and w
orking of telegraphs.

A
rchitecture. M

odels of the various m
ethods em

ployed in building 

construction; and exam
ples of the different styles of architecture.

Practical C
hem

istry. E
xam

ples of the various products of 

chem
istry; m

odels of chem
ical w

orks; and details of the various 

processes.

M
ining. Collection of geological specim

ens; m
odels of different 

kinds of m
ines; and m

achinery used in m
ining.

M
etallurgy. Collection of m

etals; m
odels of the different processes 

of M
etallurgy; m

achinery required.

一
五　

『
旧
工
部
大
学
校
史
料
』

一
六　

『IM
PERIA

L CO
LLEGE O

F EN
GIN
EERIN

G,  

T
O
K
EI CA

LEN
D
A
R 1876

』
な
お
、「
工
部
省
考
課
状
（
明
治
八
年
自
一

月
至
六
月
）」
に
よ
る
と
、
明
治
八
年
一
月
四
日
付
月
給
一
八
円
で
工
学
寮
に

着
任
を
し
て
い
る
。

一
七　

『
明
治
過
去
帳
』
昭
和
一
〇
年
（
昭
和
四
六
年
新
訂
版
）

一
八　

『
罫
画
法
、
小
学
之
部
』
明
治
八
年

一
九　

明
治
七
年
の
御
雇
外
国
人
の
地
質
学
者
Ｂ
．
Ｓ
．
ラ
イ
マ
ン
の
調
査
の
際
、

訳
官
兼
補
助
手
と
し
て
名
を
連
ね
、『
工
部
大
学
校
学
課
並
諸
規
則
』（
明
治

一
一
年
）
で
は
金
石
学
地
質
学
及
鉱
山
学
助
手
を
務
め
て
い
る
。

二
〇　

逓
信
省
技
師
の
後
、
三
共
商
会
の
設
立
に
関
わ
る
。

二
一　

前
掲
注
一

二
二　

前
掲
注
一
四

二
三　

『
工
学
寮
学
課
並
諸
規
則
』
明
治
七
年
二
月
改
正

 

「
博
物
局

第
七
十
七
条　

寮
中
諸
学
局
ニ
於
テ
要
用
ナ
ル
諸
器
摸
形
ヲ
法
ニ
従
ヒ
序
ヲ
正

ニ
整
置
シ
テ
生
徒
ニ
縦
覧
セ
シ
メ
画
図
上
ニ
於
テ
知
リ
易
カ
ラ
サ
ル
ノ
物
ヲ
指

示
シ
テ
解
得
セ
シ
ム

第
七
十
八
条　

局
中
諸
器
物
逐
次
増
加
ス
ヘ
シ
ト
雖
モ
先
ツ
生
徒
機
工
場
ニ
於

テ
造
為
ス
ル
所
ノ
諸
摸
形
ヲ
以
テ
局
務
ノ
基
礎
ヲ
創
シ
又
之
ヲ
他
ニ
求
メ
源
々

ニ
集
メ
テ
以
テ
整
頓
ス
ヘ
シ
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四

第
七
十
九
条　

略
」

二
四　

旧
工
部
大
学
校
史
料
（
p.90
）

 

「
学
校
用
品
ノ
購
入

　

明
治
七
年
一
月
二
十
二
日
学
校
用
諸
図
籍
器
械
類
ノ
購
入
ヲ
要
シ
タ
ル
ニ
依

リ
、
左
記
ダ
イ
エ
ル
計
算
書
之
通
、
工
学
助
ハ
大
小
亟
及
大
輔
ニ
対
シ
英
国
ヨ

リ
ノ
購
入
方
ニ
ツ
キ
評
議
ニ
及
ビ
タ
リ
。

一
、
拾
八
磅
六
ペ
ン
ス	

校
中
文
庫
用
書
籍
之
費

一
、 

八
拾
磅
壹
志
六
片	
図
学
生
徒
用
機
具
並
紙
等
之
費

一
、 

四
拾
貳
磅
八
志	
英
語
学
生
徒
用
書
籍
之
費

一
、
参
拾
参
磅
拾
貳
志	

幾
何
学
生
徒
用
書
籍
之
費

一
、
貳
拾
四
磅
五
志
八
片
究
理
学
生
徒
用
書
籍
之
費

一
、
参
百
五
拾
磅	

理
科
学
用
器
械
費

一
、 

百
五
拾
磅	

化
学
試
験
所
用
舎
密
薬
品
器
械
等
之
費

以
上
千
八
百
七
十
四
年
中
校
中
需
要
之
品
物
ヲ
供
給
ス
ル
ノ
諸
費
計
算
ニ
候
也

一
、
拾
八
磅	

模
型
師
用
小
道
具
之
費

一
、 

百
五
拾
六
磅	

機
械
之
費

一
、 

三
拾
磅	

鉄
及
鋼
鉄
之
費

一
、 

三
拾
磅	

模
型
局
用
雑
物
之
費

以
上
細
工
場
需
要
物
件
計
算
総
計
九
百
参
拾
八
磅
七
シ
ル
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
ニ

候
得
共
大
略
ハ
九
百
四
拾
磅
也

校
長　

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
エ
ル
」

二
五　

 「
工
部
省
考
課
状
（
明
治
八
年
自
一
月
至
六
月
）」

 

「
一
、
本
寮
学
校
用
書
籍
器
具
摸
形
代
価
三
千
弗
分
英
国
ヘ
注
文
致
シ
度
旨
相

伺
候
処
、
四
月
十
二
日
許
可
ア
リ
因
テ
英
国
龍
動
マ
ゼ
ソ
ン
社
ヘ
注
文
ス
。
但

本
文
全
員
定
額
内
ノ
積
」

　
　
「
工
部
省
第
一
回
年
報
（
自
明
治
八
年
七
月
至
同
九
年
六
月
）」

 

「
外
国
購
買
品

　

学
校
用
書
籍
諸
物
品
等
外
国
ヨ
リ
購
買
セ
シ
者
左
ノ
如
シ

外
国
購
買
品
表

以
下
略
」

二
六　

『IM
PERIA

L CO
LLEGE O

F EN
GIN
EERIN

G  T
O
K
EI. 

GEN
ERA

L REPO
RT
 BY
 T
H
E PRIN

CIPA
L FO

R T
H
E PERIO

D
 

1873-77.

』

T
echnical m

useum

In order to enable the Professors to illustrate, and the students 

to understand the applications of science to practice, I have 

endeavoured to form
 an extensive technical m

useum
 w
ith 

sections for each branch of engineering, and I think you w
ill 

agree that the collection already m
ade is creditable, considering 

the diffi
culties w

e have had to overcom
e. A
 large proportion of 

the m
odels has been m

ade at the College, and the m
anner in 

w
hich they are finished reflects great credit on the w

orkm
en. I 

have to record the valuable assistance I have received from
 M
r. 

George Caw
ley, in designing and superintending the m

aking of a 

great m
any of the m

odels, and also that of the various professors 

in the technical courses, w
ho superintended those for their ow

n 
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五

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
三
）　

旧
工
部
大
学
校
所
蔵
資
料

departm
ents.

I w
ould draw

 your special attention to the difference betw
een the 

m
odels m

ade at the College and those im
ported from

 abroad; the 

form
er are designed to show

 correctly all details, and are specially 

adapted for teaching purposes, the latter are (w
ith very few

 

exceptions) nearly useless for teaching purposes, and som
etim

es 

so badly m
ade, that I am

 alm
ost asham

ed to place them
 in the 

m
useum

. In future I only propose to get such m
odels or m

achines 

from
 abroad as w

ould be diffi
cult or expensive to m

ake here.

I w
ould also m

ention that w
e can generally m

ake them
 for a 

m
ere fraction of the price at w

hich w
e can im

port them
, and this, 

I think, should be a suffi
cient reason for the governm

ent giving 

every assistance in form
ing a reference technical m

useum
 from

 

w
hich duplicates could be m

ade by ordinary w
orkm

an, as w
e 

give every facility for the m
odels being copied.

W
ith this report I send a prelim

inary catalogue of the M
useum

, 

but this m
ust be looked upon as a m

ere tem
porary edition, the 

rapid extensions preventing anything like system
atic order being 

carried out. M
r. N
aito, keeper of the m

useum
, deserves praise for 

the good order m
aintained in the m

useum
, and for his general 

attention to business.

I consider the technical m
useum

 of the highest im
portance to 

the College; and of the utm
ost necessity in such a country as 

Japan w
here the actual m

achines and structures are scarce.  
“T
he m

aterial elem
ents of education enorm

ously accelerate the 

progress of the pupil. T
he tw

o w
ords “look there, ” are often m

ore 

valuable than an hour ’s lecture. T
he pupil takes into his m

ind 

the form
, colour, m

eaning, oh the thing itself, w
hich no w

ords 

could give him
; and in good collections of this sort, the inside of 

things are show
n him

 as clearly as the outside; so that the pupil ’s 

know
ledge is thorough instead of m

erely skin deep. It should also 

be rem
em
bered that education by the eye is as fertile in fruit as 

education by the ear; and that m
erely to fam

iliarize m
en w

ith 

the sight of things m
ade as they should be, is the m

ost effectual 

teaching to avoid and dislike w
hat is inferior or w

rong. T
he 

m
aterial elem

ent of teaching is therefore secondary only in value 

to the living elem
ent. ”

二
七　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

二
八　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵

二
九　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵

三
〇　

公
文
類
聚
・
第
二
八
編
・
明
治
三
十
七
年
「
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
造

兵
造
船
及
土
木
工
学
教
室
火
災
復
旧
費
ヲ
第
二
予
備
費
ヨ
リ
支
出
ス
」

三
一　

前
掲
注
一

三
二　

前
掲
注
一

三
三　

「
工
部
省
第
一
回
年
報
（
自
明
治
八
年
七
月
至
同
九
年
六
月
）」

（
つ
の
だ　

ま
ゆ
み　

東
京
大
学
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表１ チ印　石工器具標本
年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記

明治 22 年 4 月 1 日 チ 1 曲尺 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 2 墨壺 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 3 墨サシ 1 0.010 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 4 長鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 5 鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 6 鑿 1 0.300 ㋩

明治 22 年 4 月 1 日 チ 7 ツルゲンノウ 1 0.750 
37/6/10 明治 37 年 6 月
3 日造船学教室焼失の
際、焼失

㋩ 一重線

明治 22 年 4 月 1 日 チ 8 大ゲンノウ 1 1.000 ㋩

明治 22 年 4 月 1 日 チ 9 ハヅリゲンノウ 1 0.600 
37/6/10 明治 37 年 6 月
3 日造船学教室焼失の
際、焼失

㋩ 一重線

明治 22 年 4 月 1 日 チ 10 両刃タタキ 1 0.600 
37/6/10 明治 37 年 6 月
3 日造船学教室焼失の
際、焼失

㋩ 一重線

明治 22 年 4 月 1 日 チ 11 両刃タタキ 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 12 ピシャメン 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 13 手槌 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 14 叩キ 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 15 叩キ 1 0.500 ㋩

明治 22 年 4 月 1 日 チ 16 叩キ 1 0.500 
37/6/10 明治 37 年 6 月
3 日造船学教室焼失の
際、焼失

㋩ 一重線

明治 22 年 4 月 1 日 チ 17 鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 18 両刃鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 19 頭ハツリ 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 20 衝キ鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 21 石割矢 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 22 石割矢 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 チ 23 石割矢 1 0.300 ㋩

23 10.360 
明治 37 年 9 月 27 日 チ 24 ツルゲンノウ 3.000 ㋩
明治 37 年 9 月 27 日 チ 25 ツルゲンノウ 3.000 ㋩
明治 37 年 9 月 27 日 チ 26 両刃叩キ 3.000 ㋩
明治 37 年 9 月 27 日 チ 27 叩キ 3.000 ㋩

23 19.910 

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表２ リ印　西洋木匠器具標本
年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記

明治 22 年 4 月 1 日 リ 1 大鋸 1 12.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 2 手挽鋸 1 7.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 3 手挽鋸 1 7.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 4 手挽鋸 1 7.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 5 鋸 1 4.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 6 鋸 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 7 目振リ 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 8 目振リ 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 9 鋸框共 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 10 框鋸 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 11 框鋸 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 12 框鋸 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 13 框鋸 1 0.250 ㋩ 二重線
明治 22 年 4 月 1 日 リ 14 框鋸 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 15 框鋸 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 16 弦鋸 1 4.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 17 バイドストック 1 4.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 18 バイドストック 1 5.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 19 バイドストック 1 5.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 20 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 21 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 22 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 23 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 24 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 25 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 26 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 27 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 28 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 29 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 30 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 31 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 32 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 33 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 34 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 35 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 36 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 37 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 38 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 39 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 40 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 41 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 42 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 43 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 44 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 45 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 46 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 47 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 48 錐 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 49 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 50 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 51 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 52 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 53 錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 54 鉄製定規 1 3.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 55 鉄製定規 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 56 鉄製定規 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 57 鉄製定規 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 58 扭錐 1 0.075 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 59 扭錐 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 60 扭錐 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 61 扭錐 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 62 扭錐 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 63 扭錐 1 2.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 64 扭錐 1 2.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 65 扭錐 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 66 扭錐 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 67 扭錐 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 68 扭錐 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 69 扭錐 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 70 扭錐 1 0.800 ㋩
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年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 22 年 4 月 1 日 リ 71 扭錐 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 72 木製溝型 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 73 木製溝型 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 74 木製溝型 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 75 木製溝型 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 76 木製溝型 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 77 木製溝型 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 78 木製溝型 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 79 二重鉋鉄 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 80 二重鉋鉄 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 81 二重鉋鉄 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 82 二重鉋鉄 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 83 切鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 84 切鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 85 切鉋鉄 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 86 切鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 87 通常鉋鉄 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 88 通常鉋鉄 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 89 通常鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 90 通常鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 91 通常鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 92 通常鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 93 通常鉋鉄 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 94 木製溝型 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 95 鉋鐵 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 96 鉋鐵 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 97 鉋鐵 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 98 鉋鐵 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 99 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 100 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 101 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 102 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 103 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 104 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 105 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 106 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 107 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 108 鉋鐵 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 109 釘截リ 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 110 釘抜キ 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 111 釿 1 2.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 112 釿 1 1.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 113 斧 1 1.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 114 斧 1 1.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 115 木槌 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 116 鐵製雄螺旋 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 117 鐵製雄螺旋型 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 118 鐵製雄螺旋型 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 119 鑵工用鎚 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 120 鐵鎚 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 121 鉄鎚 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 122 扭廻 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 123 扭廻 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 124 扭廻 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 125 扭廻 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 126 線切 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 127 ヤットコ 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 128 鐵製円規 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 129 鐵製円規 1 1.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 130 鐵製円規 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 131 鐵製円規 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 132 鐵製円規 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 133 円規 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 134 円規 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 135 ビーム円規 1 1.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 136 銑 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 137 銑 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 138 銑 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 139 板割 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 140 筋附ケ 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 141 筋附ケ 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 142 筋附ケ 1 0.180 ㋩
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年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 22 年 4 月 1 日 リ 143 木製雄螺旋型 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 144 木製雄螺旋型 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 145 筋附ケ 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 146 筋附ケ 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 147 筋附ケ 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 148 角鑿 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 149 角鑿 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 150 角鑿 1 0.700 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 151 角鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 152 手鑿 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 153 手鑿 1 0.700 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 154 手鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 155 通常鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 156 通常鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 157 通常鑿 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 158 通常鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 159 丸鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 160 丸鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 161 鑿 1 0.450 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 162 鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 163 鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 164 鑿 1 0.330 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 165 鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 166 鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 167 丸鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 168 丸鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 169 丸鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 170 丸鑿 1 0.280 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 171 丸鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 172 通常丸鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 173 通常丸鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 174 通常丸鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 175 通常丸鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 176 シメ金 1 9.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 177 シメ金 1 6.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 178 シメ金 1 6.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 179 傾刃鉋 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 180 傾刃鉋 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 181 傾刃鉋 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 182 傾刃鉋 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 183 溝鉋 1 0.335 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 184 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 185 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 186 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 187 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 188 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 189 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 190 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 191 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 192 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 193 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 194 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 195 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 196 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 197 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 198 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 199 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 200 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 201 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 202 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 203 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 204 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 205 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 206 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 207 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 208 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 209 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 210 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 211 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 212 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 213 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 214 溝鉋 1 0.315 ㋩



五
〇

年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 22 年 4 月 1 日 リ 215 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 216 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 217 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 218 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 219 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 220 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 221 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 222 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 223 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 224 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 225 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 226 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 227 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 228 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 229 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 230 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 231 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 232 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 233 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 234 溝鉋 1 0.315 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 235 鋤鉋 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 236 鋤鉋 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 237 鋤鉋 1 1.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 238 鉋 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 239 鉋 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 240 鉋 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 241 丸鉋 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 242 鉋 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 243 鉋 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 244 鉋 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 245 鉋 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 246 水平器 1 2.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 247 シメ木 1 3.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 248 シメ木 1 2.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 249 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 250 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 251 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 252 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 253 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 254 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 255 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 256 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 257 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 258 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 259 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 260 扭廻 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 261 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 262 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 263 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 264 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 265 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 266 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 267 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 268 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 269 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 270 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 271 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 272 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 273 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 274 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 275 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 276 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 277 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 278 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 279 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 280 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 281 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 282 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 283 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 284 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 285 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 286 扭廻 1 0.070 ㋩
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年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 22 年 4 月 1 日 リ 287 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 288 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 289 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 290 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 291 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 292 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 293 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 294 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 295 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 296 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 297 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 298 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 299 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 300 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 301 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 302 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 303 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 304 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 305 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 306 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 307 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 308 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 309 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 310 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 311 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 312 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 313 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 314 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 315 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 316 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 317 扭廻 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 318 扭錐 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 319 扭錐 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 320 扭錐 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 321 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 322 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 323 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 324 扭錐 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 325 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 326 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 327 扭錐 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 リ 328 扭錐 1 0.250 ㋩

328 218.475 

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表３ ヌ印　木匠器具標本
年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記

明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 1 尺三寸横引鋸 1 2.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 2 尺二寸竪引鋸 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 3 蟻引鋸 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 4 八寸竪引鋸 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 5 弦掛鋸 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 6 引廻シ鋸 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 7 鴨居引鋸 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 8 縄墨 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 9 朱壺 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 10 墨芯 1 0.050 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 11 釿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 12 木槌 1 0.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 13 手釿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 14 ゲンノウ 1 0.130 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 15 鐵鎚小 1 0.050 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 16 鐵鎚中 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 17 鉄鎚 1 0.070 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 18 鉄鎚大 1 0.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 19 五寸小刀磨キ 1 0.400 ㋩ 一重線
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 20 四寸細小刀 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 21 大刀鈩 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 22 小刀鈩 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 23 鈩挟ミ 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 24 鋸目振リ 1 0.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 25 削リ止メ 1 0.010 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 26 釘〆大 1 0.060 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 27 釘〆中 1 0.040 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 28 手斤小 1 0.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 29 真鍮尺五寸規 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 30 真鍮円規 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 31 鐵図引筆 1 0.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 32 真鍮添行 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 33 板割 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 34 打チ込ミ 1 0.120 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 35 七分裏丸鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 36 八分シャクリ鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 37 六分シャクリ鑿 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 38 六分裏丸鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 39 三分裏丸鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 40 一寸六分裏丸鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 41 一寸四分鉋 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 42 一寸四分外丸鉋 1 0.280 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 43 一寸六分鉋 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 44 一寸四分裏丸鉋 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 45 一寸二分裏丸鉋 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 46 一寸二分鉋 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 47 一寸四分鉋 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 48 一寸裏丸鉋 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 49 八分裏丸鉋 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 50 八分際鉋右 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 51 一寸八分薄刃鉋 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 52 八分際鉋左 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 53 一寸鉋 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 54 箸鉋 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 55 筋違ヒ溝鉋 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 56 埋溝鉋 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 57 溝服鉋 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 58 八分溝鉋 1 0.550 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 59 溝鉋右 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 60 一寸五分鉋 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 61 二分カマチ鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 62 二分半カマチ鑿 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 63 四分裏丸鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 64 三分奴鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 65 三分シャクリ鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 66 四分奴鑿 1 0.160 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 67 四分内細鑿 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 68 三分カマチ鑿 1 0.180 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 69 六分甲打奴鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 70 五分奴鑿 1 0.200 ㋩
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年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 71 七分角打奴鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 72 軸長六寸鑿 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 73 軸長六寸四分鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 74 軸長六寸二分鑿 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 75 八分小口切鑿 1 0.450 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 76 柄長六寸薄鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 77 穂長五分鑿 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 78 六分厚切鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 79 八分厚切鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 80 五分切鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 81 八分奴鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 82 四分切鑿 1 0.350 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 83 軸長四方中薄鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 84 五分丸鑿 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 85 六分鰐鑿 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 86 コテ鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 87 三ッ目穂長錐 1 0.040 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 88 轆轤錐 1 0.280 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 89 大三方錐 1 0.030 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 90 大四方錐 1 0.025 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 91 杓子錐 1 0.040 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 92 釼刀錐 1 0.020 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 93 小四方錐 1 0.015 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 94 木口大穴錐 1 0.050 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 95 三方鼡歯錐 1 0.050 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 96 三方鼡歯錐 1 0.030 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 97 釼刀錐中 1 0.030 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 98 釼刀錐小 1 0.015 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 99 小三ッ目錐 1 0.020 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 100 小四方錐 1 0.015 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 101 二分鼡歯錐 1 0.025 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 102 二分鼡歯錐 1 0.025 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 103 寸二分穴錐 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 104 薄板割 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 105 鐵砥 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 106 合セ砥 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 107 青砥 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 108 伊予砥 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 ヌ 109 丹波砥 1 0.200 ㋩

109 27.980 

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表４ タ印　彫刻器具標本
年 月 日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記

明治 22 年 4 月 1 日 タ 1 水平器 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 2 木細工用鑿 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 3 石用鉄鎚 2 0.340 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 4 舶来鉄鎚 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 5 大理石用鉄鎚 4 4.646 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 6 石膏破碎用鎚 2 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 7 和製大理石用鎚 4 2.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 8 舶来円規 1 1.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 9 ヤットコ 3 1.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 10 鐵箆 3 0.283 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 11 和製小型円規 6 2.100 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 12 土摺大 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 13 土摺中 1 0.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 14 土摺小 1 0.150 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 15 舶来鋸 1 1.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 16 大理石用舶来鑿 2 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 17 木細工用鈩 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 18 舶来大理石用鈩 1 0.750 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 19 舶来大理石用鈩 1 0.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 20 舶来大理石用鈩 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 21 大理石用和製丸形鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 22 舶来鉄製真鍮付大型円規錜共 1 2.500 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 23 舶来円規 1 0.800 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 24 舶来円規 1 1.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 25 舶来円規 1 1.200 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 26 舶来円規 1 0.700 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 27 舶来屈曲円規 1 3.000 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 28 和製大形円規 1 1.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 29 和製小形円規 1 0.600 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 30 舶来石膏破碎用槌 1 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 31 ビヨロン錐柄共 24 8.578 9.293 を修正 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 32 舶来轆轤 1 4.840 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 33 鋸目ノ鑿 1 0.400 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 34 和製石膏破碎用鑿 2 0.300 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 35 ビヨロン捻廻し 1 0.250 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 36 石挽鋸 1 3.000 二重線
明治 22 年 4 月 1 日 タ 37 ブリミ氏幾何立体図 1 3.872 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 38 木製人形小 1 26.440 ㋩
明治 22 年 4 月 1 日 タ 39 写生用人形大 1 51.000 45.3.7 農科大学ヘ 一重線
明治 22 年 4 月 1 日 タ 40 木製幾何立体 1 見積 ㋩

82 135.164 
改計 81 84.164 

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。


